
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新谷小学校では、子供たちに「相手を思いやる気持ち」を育て

たいと考え、『にいや言葉の木』という掲示コーナーを作りました。

みんなが「ありがとう」という気持ちをカ

ードに書いて伝えています。しばらく掲示

した後、送りたい相手にカードが届けら

れます。参観日等にぜひご覧ください。 

 

 

 

 子供たちのタブレットに「ＥＩＬＳ
え い り す

」「スマイルドリル」などのア

プリが入っていますが、見たことはありますか？ 

  「ＥＩＬＳ
え い り す

」では、毎月３年生以上が 2～3 教科の１０分間集中テ

ストを実施しています。低学年も、

タイピング検定でタイピング練習

ができるようになり、暇を見つけて

チャレンジしています。タブレットでは、子供たちの行ったテストや調査等の

結果を度数分布や平均点で見ることができます。 

５年生以上は、読書の記録も「みきゃん通帳」という電子版を活用して

います。読書の様子をのぞいてみてください。 

おすすめ情報 「小学生が読書をする効果」 
 小学生が本を読むと集中力が付き、大人になっても忍耐力が養われることが最大のメリットです。また、

読書をする小学生は学力が高い傾向にあることも分かっています。小学生から多くの単語や漢字に触れる

ことで、読解力が付き、語彙力も蓄積されるのです。言葉の意味が分かるようになると、人の話が聞けるよう

になり、人の気持ちを理解できる人間になります。大人になってからも、コミュニケーション能力や社会性の

高さが報告されています。脳科学者の川島隆太先生は、「読書をすると脳を活性化させて、脳の発達成長も

促進させる」と伝えています。読書をすると、正確に物事を理解することができ、大人になっても正しい判断

ができるようになるのです。家族で一緒に読書をしたり、同じ本を読んで感想を共有したりする楽しみ方も

おすすめです。                    参考文献  新興出版社「小学生に読書が与える効果とは？」より 


